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主要成果 

 

 

 

［成果の内容］ 

カドミウム低減効果のあるナス台木品種（スズメノナスビ系統、トルバム・ビガー）と、

ナス品種（千両二号）を水耕栽培し、カドミウムを 24 時間吸収させました。大型放射光施

設(SPring-8)においてシンクロトロン放射光源マイクロビーム蛍光 X 線分析装置を利用し、 

2 μm 径の X 線マイクロビームで根の横断切片の表面を 3μm ごとに走査することで、カド

ミウムおよび必須元素である鉄、亜鉛の分布を分析しました（図１）。千両二号ではカドミ

ウムが導管のある中心柱まで到達していました。一方スズメノナスビでは、内皮近傍にカ

ドミウムが蓄積しており、この部分でカドミウムが停留していることがわかりました（図

2）。スズメノナスビでは、内皮近傍の細胞によるカドミウムの取り込みが抑制されている

ため、導管へのカドミウム輸送量が少なくなってしまったと考えられます。一方、スズメ

ノナスビ、千両二号ともに必須元素である鉄、亜鉛の内皮近傍における蓄積はみとめられ

ず、カドミウムの輸送は鉄、亜鉛の輸送と異なることがわかりました。本研究で得られた

成果は、スズメノナスビを台木として用いるナスカドミウム低減技術（研究成果情報 第

24 集）の効果の根拠を示すものです。 
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［背景と目的］ 

スズメノナスビを台木種として用いると、ナス果実のカドミウム濃度が低下します。ス

ズメノナスビでは栽培ナスに比べ、根から導管を通って地上部にカドミウムが移行する

量が少ないからです（研究成果情報第 26 集）。根の表面から導管に達するまでの経路上

においてどの部位にカドミウムが蓄積し、導管への輸送に影響を及ぼしているのかにつ

いてはこれまで明らかにされていませんでした。マイクロメータースケールの分解能で

カドミウムの分布を可視化できる技術を利用して、スズメノナスビの根によるカドミウ

ム輸送抑制の仕組みを明らかにしました。 

［要約］ 

スズメノナスビは，根から地上部へのカドミウムの移行量が少ないナスの台木種です。シンクロ

トロン放射光源マイクロビーム蛍光 X 線分析法を使って，この台木種の根の内皮近傍でカドミウ

ムが高蓄積していることをマイクロメータースケールで可視化することに成功しました。 

スズメノナスビの根によるカドミウム吸収抑制を可視化 
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図 2 千両二号とスズメノナスビの根におけるカドミウム、鉄、亜鉛の分布 

千両二号ではカドミウムが中心柱、導管まで到達しています。一方スズメノナスビで

は導管まで到達できずに行き場を失ったカドミウムが、内皮近傍に蓄積しています。 

千両二号 スズメノナスビ 
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図 1 根横断切片のシンクロトロン放射光源マイクロビーム蛍光 X 線分析 

マイクロメータースケールまで細く絞ったシンクロトロン放射光源の X線マイクロビーム

で根の横断切片を一点一点なぞっていき、カドミウム、鉄、亜鉛由来の蛍光 X 線を検出し

ました。 
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